
スズメバチの巣

アシナガバチの巣

第43回
み
ん
な
で「
第
２
期
山
科
区
基
本
計
画
」に
取
り
組
も
う
！

区
民
活
動

リ
レ
ー

き

連載

ず
な

　夏祭りや地蔵盆、バーベキューなどが楽しい季節です。

　夏のイベントをご町内やご家族の楽しい思い出にする

ため、次のとおり火気の取り扱いに気を付けましょう。

●問い合わせ先／山科消防署（☎592-9755）

　

６
月
５
日
（
一
部
団
体

は
12
日
）
、14
回
目
を
迎
え

る
「
山
科
区
２
万
人
ま
ち

美
化
作
戦
」
が
、
各
学
区
自

治
連
合
会
、
各
種
団
体
、
区

内
企
業
の
参
加
の
も
と
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
雨
模
様
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
参
加
者

の
皆
様
の
熱
心
で
ひ
た
む

き
な
清
掃
活
動
に
よ
り
、

約
18
ト
ン
の
ゴ
ミ
を
収
集

山
科
区
２
万
人
ま
ち
美
化
作
戦

約
18
ト
ン
も
の
ゴ
ミ
が
回

収
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
放
置
自
転
車
や

不
法
投
棄
さ
れ
た
電
化
製

品
な
ど
も
多
く
見
つ
か
り

ま
し
た
。
美
し
い
山
科
を

守
る
た
め
に
、
日
ご
ろ
か

ら
、
不
法
投
棄
な
ど
を
許

さ
ず
、
ま
ち
の
美
化
や
ご

み
の
減
量
、
資
源
の
再
使

用
な
ど
を
心
が
け
ま
し
ょ

【
推
進
テ
ー
マ
】

　
文
化
の
都
・
京
都
か
ら
、日
本
の
心
を
世

界
に
伝
え
よ
う

　

市
で
は
、
市
民
憲
章
を
率
先
し
て
実
行

し
、
か
つ
、
毎
年
の
推
進
テ
ー
マ
と
実
践
目

標
に
基
づ
い
て
推
進
活
動
を
行
い
、
特
に

市
民
の
規
範
と
認
め
ら
れ
る
方
々
を
表
彰

し
て
い
ま
す
。

　

６
月
15
日
、
平
成
28
年
度
京
都
市
市
民

憲
章
推
進
者
表
彰
式
典
が
行
わ
れ
、
山
科

区
か
ら
は
個
人
16
名
、
２
団
体
の
皆
様
が

門
川
市
長
か
ら
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

【
山
科
区
被
表
彰
者
名（
学
区
名
）】

（
活
動
別
・
順
不
同
）

〈
個
人
〉

　

●
福
祉
活
動

　
　

長
谷
川　

千
代
美
さ
ん
（
勧
修
）

　
　

小
川　
　

孝
子
さ
ん　

（
鏡
山
）

　
　

岩
佐　
　

敏
子
さ
ん　

（
山
階
南
）

　
　

山
田　
　

正
雄
さ
ん　

（
西
野
）

　

●
美
化
活
動

　
　

舟
槻　
　

昭
子
さ
ん　

（
小
野
）

　

●
ス
ポ
ー
ツ
活
動

　
　

柴
田　
　

勝
子
さ
ん　

（
勧
修
）

　
　

大
久
保　

和
夫
さ
ん　

（
音
羽
）

　

●
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
活
動　

　
　

當
野　
　

晃
司
さ
ん　

（
音
羽
）

　
　

宮
本　
　

法
雄
さ
ん　

（
陵
ヶ
岡
）

　
　

針
口　
　

惠
治
さ
ん　

（
大
宅
）

　
　

藤
田　
　

晃
一
さ
ん　

（
大
宅
）

　
　

柿
本　
　

政
昭
さ
ん　

（
大
塚
）

　
　

相
井　
　

満
一
さ
ん　

（
大
塚
）

　
　
𠮷
井　
　

栄
作
さ
ん　

（
西
野
）

　

●
観
光
関
係

　
　

神
井　
　

壽
治
さ
ん　

（
山
階
）

　

●
伝
統
芸
能

　
　

小
山　
　

好
弘
さ
ん　

（
百
々
）

〈
団
体
〉

　

●
美
化
活
動

　
　

さ
ん
か
い
南
部
会　
　
　

（
山
階
）

　
　

陵
ヶ
岡
し
ら
ゆ
り
ク
ラ
ブ
（
陵
ヶ
岡
）

●
問
い
合
わ
せ
先
／
区
ま
ち
づ
く
り
推
進

担
当
（
☎
592-

３
０
８
８
）

京
都
市
市
民
憲
章
推
進
者
表
彰

う
。

●
問
い
合
わ
せ
先
／
区
ま

ち
づ
く
り
推
進
担
当

（
☎
592-

３
０
６
６
）

地域消防最前線　火気の取り扱いにご用心！

・必ず消火器を準備しましょう
・�LPガスのボンベは、転倒しないよう固定し、火
気から離して使用しましょう
・�１枚の鉄板を２台のカセットコンロで加熱しない
・�小規模（町内会程度）の催しを除き模擬店の出
店には消防署への届出が必要です！

夏祭り・地蔵盆などで模擬店を出店する際の注意点

・�チューブに入った着火剤を継
ぎ足して使用しない
・�炭を火気の近くに置かず、
残りの処理をしっかり行いま
しょう

バーベキューの際の注意点

預
け
て
安
心
！
　
緊
急
時
安
否
確
認
　
か
ぎ
預
か
り
モ
デ
ル
事
業

（
山
科
“
き
ず
な
”支
援
事
業
補
助
金
交
付
事
業
）

　

近
年
、
孤
独
死
が
地
域
で
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
特
に
問
題
に
な
る
の
は
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
。「
新
聞
や
郵
便
物
が

ポ
ス
ト
に
た
ま
っ
て
い
る
」「
洗
濯
物
が
何

日
も
干
し
っ
ぱ
な
し
に
な
っ
て
い
る
」な
ど

の
状
況
を
近
所
の
人
が
見
つ
け
て
心
配
し

て
も
、鍵
が
か
か
っ
て
い
て
は
家
の
中
を
確

認
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
も
し
倒
れ

て
助
け
が
呼
べ
な
い
状
態
で
あ
っ
た
ら
、発

見
が
遅
れ
命
に
関
わ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

山
科
の
安
朱
・
山
階
・
西
野
地
域
で
は
、

日
ご
ろ
か
ら
高
齢
者
の
見
守
り
・
支
援
を

し
て
い
る
地
域
役
員
や
関
係
機
関
が
相
談

し
て
、事
前
に
高
齢
者
宅
の
玄
関
の
鍵
を
預

か
っ
て
、様
子
が
お
か
し
い
と
思
わ
れ
る
時

に
、鍵
を
使
っ
て
家
屋
内
に
入
り
安
否
を
確

認
す
る
と
い
う
仕
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
の
事
務
局
を
担
っ
て
い
る

山
階
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
森
下

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。「
こ
れ
ま

で
高
齢
者
宅
を
訪
問
す
る
中
で
も
『
鍵
を

預
か
っ
て
く
れ
な
い
か
』
と
い
う
相
談
は

受
け
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ヘ
ル
パ
ー

や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
が
個
人
で

預
か
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

す
で
に
『
か
ぎ
預
か
り
事
業
』
を
実
施
し

て
い
る
寝
屋
川
市
の
事
例
を
私
た
ち
の

地
域
で
も
で
き
な
い
か
と
話
し
合
っ
て

き
ま
し
た
」
。

　

安
祥
寺
中

学
校
区
内
の

安
朱
・
山
階
・

西
野
学
区
の

学
区
社
協
、
民

生
児
童
委
員

　

暑
く
な
っ
て
く
る
と
ハ
チ
が

活
動
的
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

ハ
チ
の
巣
で
お
困
り
の
場
合

は
、
ハ
チ
の
巣
の
状
況
を
確
認

し
、次
の
と
お
り
、冷
静
な
対
処

を
お
願
い
し
ま
す
。

●�

ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
を�

見
つ
け
た
場
合

　

巣
に
近
寄
る
だ
け
で
攻
撃
し

て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

近
寄
ら
ず
、
問
い
合
わ
せ
先

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
業
者
に

駆
除
を
依
頼
し
ま
す
。

●�

ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
の
巣
を�

見
つ
け
た
場
合

　

駆
除
は
ご・
自・
身・
で・
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

【
駆
除
方
法
】
①
夜
間
に
静
か
に

協
議
会
、
地
域
密
着
型
事
業
所
、
山
階
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
実
行
委
員
会

を
組
織
し
、
約
２
年
間
検
討
・
準
備
を
進

め
、
平
成
28
年
１
月
か
ら
事
業
を
開
始
し

た
と
の
こ
と
で
す
。

　

取
材
し
た
平
成
28
年
６
月
時
点
で
鍵

を
預
か
っ
て
い
る
の
は
16
人
。
少
し
ず
つ

希
望
者
が
増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

実
行
委
員
長
の
住
友
さ
ん
は
「
チ
ラ

シ
を
全
戸
配
布
し
た
こ
と
で
、
町
内
会
に

入
っ
て
い
な
い
、
本
当
に
孤
立
し
て
い
る

人
か
ら
も
希
望
が
あ
り
ま
し
た
。
幸
い
に

も
ま
だ
出
動
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
こ
れ

か
ら
は
実
際
に
鍵
を
使
っ
て
確
認
す
る

場
面
も
出
て
く
る
だ
ろ
う
」
と
の
こ
と
。

そ
れ
に
備
え
、
実
行
委
員
会
で
は
消
防
や

警
察
と
一
緒
に
、
緊
急
時
の
安
否
確
認
の

訓
練
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

実
行
委
員
会
の
構
成
団
体
「
香
東
園
や

ま
し
な
」
の
児
玉
さ
ん
は
「
こ
の
事
業
を

通
じ
て
、
地
域
の
役
員
の
方
々
や
我
々
事

業
者
な
ど
、
関
係
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
深
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い

ま
す
」
と
の
こ
と
。

　

こ
の
事
業
を
き
っ
か
け
に
、
見
守
り
が

必
要
な
人
を
発
見
し
、
見
守
る
側
の
協
力

体
制
も
強
ま
る
。
そ
ん
な
印
象
を
受
け
た

取
り
組
み
で
す
。
京
都
市
内
で
も
高
齢
化

率
が
２
番
目
の
山
科
区
。
区
内
全
体
に
取

り
組
み
が
広
が
れ
ば
い
い
で
す
ね
。(

京
都

市
ま
ち
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
佐
藤
友
一)

●
問
い
合
わ
せ
先
／

区
総
務
・
防
災
担
当(

☎
592-

３
０
６
６)

か
ぎ
預
か
り
モ
デ
ル
事
業
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
583-

５
８
３
３
）

近
づ
き
、
巣
か
ら
１
ｍ
離
れ
た
場

所
か
ら
市
販
の
殺
虫
剤
を
噴
射
。

②
翌
朝
、
駆
除
が
で
き
て
い
る
か

確
認
し
、
ほ
う
き
等
の
長
い
棒
で

落
と
す(

落
ち
た
ハ
チ
は
素
手
で

触
ら
な
い
で
く
だ
さ
い)

●
も
し
も
ハ
チ
に
刺
さ
れ
た
ら

①
刺
さ
れ
た
患
部
を
つ
ま
み
、
毒

液
を
絞
り
出
す

②
流
水
で
患
部
を
冷
や
し
、
炎
症

を
抑
え
る

※
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
強
い
方
、

過
去
に
刺
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
方

は
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
起
こ
す
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
す
ぐ
に
病

院
で
治
療
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先
／
区
保
健
セ
ン

タ
ー
衛
生
課(

☎
592-

３
４
８
６)

ハ
チ
の
巣
を
見
つ
け
た
ら

個
人
16
名
、
２
団
体
を
市
長
表
彰

緊急時にはこの「安否確認対応
グッズ」を持って駆けつけます。

ご協力ありがとうございました

再生紙・植物油インクを使用しています。
不要になれば古紙回収等に出してください。

市民しんぶんへの広告（１～４面下欄）を募集中。【問合せ】販売代理店の（株）ホープ（☎ 778-5074）　 ※広告内容等は市が推奨するものではありません。
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夏の交通事故
防止市民運動
７月21日（木）～
� ８月20日（土）

歩
行
者
を
　

気
遣
う
や
さ
し
さ

�
　
京
の
夏

●�子どもと高齢者の交
通事故防止
●�自転車の安全な利用
の推進
●�暴走行為等危険運転
の追放
●�夕暮れ時・夜間の歩
行中の交通事故防止
　�（反射材用品等の着
用の促進）

運動重点


